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【創立１２０周年の夏に】 

 学校には創立から現在までを記録した「沿

革史」があります。その記録のされ方に違和

感があるのが昭和２０年８月７日です。動員

された本校の児童にも犠牲が出たその日の

記録です。 

 

戦時下の情報統制のためか、その日の記

録は故意に抜け落ちていて、後に書き込まれ

たように見えます。「８月７日 豊川海軍工廠

空爆を受く 本校より出動学徒 ○○ ○○ 

○○、３名行方不明」その字は乱れています。

この事実を書き残さないわけにはいかない。

そんな決意が込められているようでもありま

す。 

 

 当時の卒業生が記した別の出版物「今も残

る傷跡」には、豊川海軍工廠に落ちる爆弾を

その場で経験した記述の後に、「・・・２度とこ

のような悲しいことのないよう、平和を願っ

ています。同級生戦没者名」として上記の３

名の他にもうお一人のお名前が記されてい

ます。 

 

 昭和１００年（※数えでは昨年が昭和１００

年）の今年が一西小の１２０周年です。豊川市

の歴史と豊川海軍工廠
こうしょう

は深いつながりがあ

ります。本校に学んだ子どもが犠牲になった

悲しい歴史でもありますが、この夏あらため

てご家族で「豊川海軍工廠平和公園」に足を

運んで、当時を振り返ってみてはいかがでし

ょう。 

 

戦争により犠牲となられた方々のご冥福

をお祈りいたします。合掌。 

【講演会のご紹介】 

令和６年４月に本校でご講演をいただい

た木村泰子先生が再び豊川市にお越しにな

ります。豊川市教育委員会の後援です。本校

が取り組む「主体性と当事者意識」「自分が

つくる学校」等の考えについて、わかりやす

くお話しいただけます。よろしければご一緒

にどうぞ。 

【民生児童委員と語る会】 

 ７月７日（火）、校区の民生児童委員の皆

さんにお越しいただき、学校や地域の様子

を確認しました。地域の未来を担う、地域の

宝である子どもは、地域の力で育てる。学校

教育の当事者として動かれている皆さんで

す。 

【みんなで絵をかこうプロジェクト】 

７月８日（水）、９日（木）の２日間、絵をかく

ことが大好きなみんなが昼放課に集まって、

楽しむプロジェクトが開かれました。 


